
　６月１４日、南会津町内や県内外から参加者を募り地酒をふるまうイベント「南会津の日本酒で乾杯」が開催されました。主催は地酒で
乾杯プロジェクト。誰でも参加できる屋外での自由参加の開催は４年ぶりです。
　4つの酒蔵がある南会津町では、「宴会や飲み会での乾杯は地元の日本酒を利用する」という「南会津町乾杯条例」が施行されていま
す。条例が制定されてから毎年、地酒で乾杯のイベントを開催してきました。今年で制定10周年を迎えました。４年ぶりのこの日は、無料
で４つの酒蔵から日本酒がふるまわれました。栃木県からは「牛乳で乾杯の条例」を施行している那須塩原市も参加。牛乳と日本酒のカク
テルのふるまいも行われました。
　県外から訪れた方もいました。千葉県から訪れた女性は「いつもネットで南会津の情報を見つけている。南会津大好きです」と楽しそう
に日本酒を味わっていました。会場に訪れた皆さんは、イベントの後、町内の飲食店へ二次会へ出かけたようです。

南会津の日本酒で乾杯　４年ぶりに

会場に訪れた皆さんと全員で、乾杯！

那須塩原市の牛乳とのカクテル

2回目稽古　グループに分かれ稽古　地元出身のソリストが指導に訪れた

南会津町手づくり舞台公演
「カルメン」稽古始まる

古文書をひも解き説明する
渡部康人文化財専門員

　田島駅前四つ角の空き店舗は、2023年５月、田島陣屋としてオープン
しました。町内事業者有志らが田島陣屋有志の会として空き店舗を借り、
「レンタルやイベントスペース」としてスタートさせました。
　6月29日、陣屋有志の会が南会津町出前講座を利用し、歴史勉強会
を開きました。講座には、まちの案内人や上中町地区の皆さん、陣屋有志
のメンバーなど25人が参加しました。講師は奥会津博物館文化財専門
員の渡部康人氏。会津西街道や陣屋について江戸時代前後の様子も交
え、分かりやすく説明しました。
　参加した皆さんは、自分たちが住んでいる町の歴史を興味深く聞きま
した。「ここは宿屋が何軒もあった。農家と宿屋の兼業が多かった」「年貢
として収めた自分たちの米をお金を払って借りるー？」「家の並びは縦に
長かった」「陣屋は3か所に？」など古文書からわかる史実を学びました。

田島陣屋で出前講座を利用し勉強会
　６月４日、南会津町手作り舞台公演「カルメン」の参加オリエ
ンテーションと第１回練習会が行われました。「みんなで出演み
んなで作る音楽劇」をテーマに実施する事業です。およそ30人
が参加しました。参加された皆さんは稽古日程や制作する衣装
の計画の説明を聞きました。説明後、会津若松市の原千津子先
生の指導で第1回練習会が行われ参加者は有名な闘牛の歌を
歌いました。
　2回目の稽古には、ソリストとして出演する渡部史子さん、阿部
祥子さんが指導に訪れ、グループに分かれ練習しました。
　実行委員会では、今後も随時、合唱参加者や衣装、大道具な
どを作るスタッフを募集しています。参加無料。合唱楽譜代2500
円のみ負担頂きます。子供さんは楽譜購入不要。子供合唱は8月
20日から稽古開始。スタッフは8月から活動します。南会津町教
育委員会、またはたじまCATVまで、お気軽にお問合せください。

「会津西街道・田島宿・田島陣屋」当時の様子

　奥会津昔ばなしの会では６月１９日、町内針生地区で昔ばなしのつど
いを開きました。昔ばなしの会は針生区集会所で行われ、会場にはおよ
そ２０人の地区民が集まりました。
　語り部の皆さんは、みしらず柿やしんごろうの話、南山御蔵入騒動など
の話を語りました。
　今回は針生地区からの依頼で開催。澤田けい子会長は「昔話の会を
開催したい時はぜひ依頼してください」と話しています。

陣屋内は壁を陣屋風に塗り替えた

奥会津昔ばなしの会　針生にて

町、文化ホール運営委員会主催事業

ボランティアグループの会議等　　　無料でお貸しします。
有料のイベント・企業・経済団体等　有料となります。
お問合せ
陣屋有志の会　高橋（みのや）または阿部（たじまCATV）へ

日本酒がふるまわれた 千葉からです
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